
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

終助詞「よ」「ね」「よね」の談話機能 : 中国人日
本語学習者を対象とする指導法の開発に向けて

顔, 暁冬

https://hdl.handle.net/2324/1398296

出版情報：九州大学, 2013, 博士（比較社会文化）, 課程博士
バージョン：
権利関係：やむを得ない事由により本文ファイル非公開 (3)



要   約 

 

 

 日本語の終助詞、取り分け談話における「よ」「ね」の機能に関する研究は、今日まで盛

んに行われてきている。しかし、これらの研究の多くは言語分析のみを目的としており、

日本語教育への応用にまで繋げようとしているものは未だ少ない。そこで本研究では、談

話分析という手法を取り入れながら、談話における「よ」「ね」「よね」の用法を、効率的

に中国人日本語学習者に指導するための指導法を提示することを研究目的とした。 

 先ず、自ら収集した日本語母語話者のインタービュー会話のデータを用いて、高頻度で

使用されている終助詞「よ」「ね」「よね」の用法を分析することで、その談話機能を明ら

かにした。次に、中国人日本語学習者のロールプレイにおける終助詞「よ」「ね」「よね」

の使用に見られる問題点を抽出した。さらに、中国における日本語教育現場で使われてい

る日本語教科書の問題点を抽出し、中国人日本語学習者の問題点を勘案した上で、改善の

方策を提案した。最後に、テレビドラマなどの映像教材を利用して、終助詞を中心とした

話し言葉に特有な言語現象を指導することの必要性及びその有効性を、実際の教室活動に

おける成果を用いて実証的に示した。 

 第 1 章～第 3 章では本研究の目的、先行研究、会話データと研究方法について述べた。 

 第 4 章以降が本研究の本論であり、第 2 章の先行研究を踏まえ、第 3 章の研究方法に基

づき、終助詞「よ」「ね」「よね」それぞれの談話機能を明らかにした。 

 第 4 章では、終助詞「よ」の談話機能を考察した。終助詞「よ」の使用率は 9％であるが、

年代（年上＞年下）・性別（男＞女）による差異が明確に現れた。談話データを分析した上

で、終助詞「よ」の本質的な談話機能を「話し手の認識の優位性を指標するマーカーであ

る」と定め考察を行った。「情報縄張り」「待遇性」の観点から、典型的には話し手の縄張

り内情報を提示する終助詞であること、「のだ」＋「よ」が 69％という高い割合を占めてい

ること、聞き手の縄張り内情報については失礼になりやすいため使われにくいこと、「会話

管理」の観点からは、「あいづち」の後続が 48％と高い割合を示していることが分った。 

 第 5 章では、終助詞「ね」の談話機能を考察した。終助詞「ね」の出現率は 32％と高く、

しかも年代・性別による使用差異は明確には現れなかった。談話データを考察した上で、

終助詞「ね」の本質的な談話機能を「聞き手に認識の共有性を確認するマーカーである」

と定めた。「情報縄張り」「待遇性」という観点からは、「ね」は聞き手の縄張り内情報に対

する確認を求めるものが典型的であること、「のだ」＋「ね」は 8％と低い割合であること、

待遇的には聞き手との一体感を作り出すのに使われていること、「あいづち」の後続は 36％

と低いことが明らかになった。さらに、間投助詞の「ね」、非文末「ですね」などの用法を

取り出し、それぞれの談話機能を明らかにした。 

 第 6 章では、終助詞「よね」の談話機能を考察した。終助詞「よね」の使用頻度は、総

発話中 7.5％の出現率であった。談話データを考察した上で、終助詞「よね」の本質的な談



話機能を「話し手の認識を聞き手に提示し、聞き手から共感を求めようとするマーカーで

ある」と定めた。「情報縄張り」「待遇性」については、｢よ｣とは異なり聞き手の縄張り内

情報であっても話し手の認識の真偽を聞き手に確認することによって共感領域を作り出し

ながら失礼にならず使われること、「会話管理」の観点からは、「話者交代あり」が 66％と

非常に高いこと、さらに「よね」が使用されると話題転換が起こることが多いことが明ら

かになった。 

 第 7 章では、教育の現場に活用するために、日本語母語話者の終助詞「よ」「ね」「よね」

の談話機能を対照させた。先ず、「情報縄張り」という観点から、夫々の終助詞を話し手縄

張り内情報、聞き手縄張り内情報に対して使用される割合等について対照させた。また、「待

遇性」との関わりについては、夫々の終助詞が失礼になりやすい場合について明らかにし

た。最後に、「会話管理」の面から、話者交代を起こしやすいか否か、相槌挿入の割合など

について対照を行い、学習者への教授内容について考察した。 

第 8 章では、現在の中国における日本語教育の現状および問題を終助詞「よ」「ね」「よ

ね」の扱い方を一例としながら分析した。先ず、中国の大学生にロールプレイをさせて、

終助詞の使用実態を調査した。分析の結果、「よ」の使用率が 15.8％と日本人より高いのに

対し、「ね」の使用率は 12.3％と低く、さらに「よね」は 0.1％と殆ど使われていないとい

う使用概況が明らかになった。さらに「情報縄張り」「待遇性」「会話管理」についても不

適切な使用が数多く確認された。最後に、これらの分析結果を基にして、「情報縄張り」「待

遇性」「会話管理」の夫々について重点的に教授すべき内容を明らかにした。 

第 9 章では、前章までの考察を踏まえて、重点的に教授する必要があると考えられる終

助詞「よ」「ね」「よね」の用法を、映像教材を利用して教授する方法を案出し、教室活動

を行うことでその効果を明らかにした。無声化したドラマのシーンを見せて、空所を設定

したスクリプトに「よ」「ね」「よね」「∅」を埋めさせた後、音声を入れたドラマを見せて

実際の用法との相違に気づかせ、それぞれの終助詞の用法を認識させるという方法で、学

習者の認識を高める活動を行った。授業の後学習者に対する調査を行った結果、学習者が

終助詞についての理解を深めているという結果が得られた。 

 第 10 章では、本研究をまとめ、今後の課題について述べた。 

 

 


